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環境負荷の把握（エコバランス環境会計） 

事業活動全体の環境影響を 

数値で捉え、環境行動計画に 

反映しています。 

リコーグループは、環境経営を推進する

ために、「環境経営情報システム＊1」で

収集したデータをもとに、工程別の環境

負荷とコストを算出し、事業活動全体の「エ

コバランス＊2」を把握しています。これは、

温暖化、オゾン層破壊、生態系影響など、

事業活動によるあらゆる環境影響を、統

合化分析手法＊3によって数値化したも

のです。現在、この環境影響評価の結果

をもとに「環境行動計画＊4」が策定され

ています。またリコーは、この環境影響評

価をベースとした環境会計を「エコバラ

ンス環境会計」と呼んでおります。エコ

バランス環境会計は、各部門ごと、ある

いは製品ごとの環境負荷、環境影響、環

境コストとその効果を把握する内部管理

機能を重視した仕組みです。将来は環

境経営指標の個別指標等を用いて部門

評価を行い、全体指標に対しては環境行

動計画の中に数値目標を設定して行く

予定です。 
 

＊1 25ページを参照。 

＊2 エコバランスとは、企業が発生させる環境負荷を定量

的に測定・把握・報告する手段として、環境負荷のイ

ンプット／アウトプットデータの一覧表を作成すること、

または一覧表そのものを意味します。 

＊3 スウェーデン環境研究所が、製品のＬＣＡを算出するた

めに開発した「ＥＰＳ：Environmental Priority Strat-

egies for Product Design」という手法を、事業活動

のエコバランスの算出に応用しています。環境負荷が

人間健康、生態系、非生物資源、生物多様性に与える

被害量を求め、これを金銭換算するための係数（CO2＝

0.108ELU/kg，NOｘ＝2.13ELU／kg，SOｘ＝3.27ELU／

kg，BOD＝0.002ELU／kgなど）を用いて統一指標

（ＥＬＵ：Environmental Load Unit）を作成します。 

＊4  33ページを参照。 

 

※   データの収集範囲は、日本国内画像製品事業に限定

しています。 

上・下流における環境負荷量に関しては、特定機種の

環境負荷データに基づき概算しています。（空欄は、

量が0に近いか不明のもの） 
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材料・部品調達 

●グリーン調達、グリ
ーン購買の推進 

●製品に関する汚染
予防の推進 

●リユース部品使用
量の向上 

主な活動内容 
（2002年度からの環境行動計画） 
※ 33ページを参照。 
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環境効果率（（経済効果＋社会コスト削減）／環境保全コスト） 

環境収益率（経済効果／環境保全コスト） 
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エネルギー消費量 電力、重油など 

原油 

1,275

7

20

10

2

968

73

15

鉱石類 

石炭 

その他 

水道水／井水／工業用水 
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事業活動全体のエコバランス 
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リサイクル・廃棄 輸　送 販　売 
電　力 紙 

使　用 保　守 

保守作業 保守部品製造 
非生産 
事業所 

生産事業所 

回収 
選別 

製品 
製造 

販　売 
部品 製品 製品 製品 

製　錬 

製錬金属 

分解油 
化学原料化 

固形燃料 
高炉などでの還元剤 

油　化 

固形燃料加工 

熱エネルギー回収 

再生材料 

再生部品 再生部品 

使　用 
（お客様） 

サービス 

製　造 流通・販売 使用・保守 回収・リサイクル 

分解・ 
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破砕 
処理 

●事業所のエネルギ
ー使用量の削減 

●事業所の汚染予防
の推進 

●事業所の省資源リ
サイクルの推進 

●グリーン販売の推進 
●資源循環型製品の
販売台数の向上 

 

●製品の省エネルギーの推進 
●紙の環境負荷削減に寄与する技術の
開発 

製品使用時の環境負荷削減については、 

「環境技術・製品開発」（35ページ）を参照。 

●使用済み製品、トナーカートリッジ回収率の向上 
●使用済み製品、トナーカートリッジ再資源化率の向上 
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「E＋n」は「×10n」を意味します。 
 例）1.45E＋08＝1.45×108


